
外出が減っている方の割合は67%と高く，外出自粛に伴う身体の
心配やストレスを感じている方が多いようです。
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運動をする

食事や飲み物の栄養・摂り方に気をつける

検温の実施や体調を観察し,身体の変化を把握する

十分な睡眠をとる

ソーシャルディスタンスを意識して行動する

近い距離での会話や発声をしないようにする

部屋の換気をする

人がたくさん集まっている場所には行かないようにする

手洗い・うがい・アルコールによる手や指の消毒をする

外出時はマスクを着用する

中央
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外出・買い物

部屋やトイレの掃除

身の回りの物の消毒

増えた 変わらない 減った もともと行っていない
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「新型コロナウイル
スワクチン詐欺」に
注意しましょう。

市役所などを名乗り，
金銭を要求したり，預
金通帳の暗証番号を聞
いたりするそうです。
初めて聞く内容や急い
で対応しなくてはなら
ないような場合は，誰
かにまずは相談しま
しょう。

Vol.5

　西神楽まちなか保健室では，令和３年
７月，西神楽地区にお住まいの方を対
象としたアンケート調査を行い，実に
428名の方にご協力をいただきました。
ありがとうございました。今回は，実
施した調査結果のご報告と最新の新型
コロナウイルスに関する情報をお届け
したいと思います。

「新型コロナウイルスと共に生きるin西神楽」
アンケート調査にご協力いただき，

ありがとうございました。

地区別の
回答割合

ワクチンや感染予防策に関する情報は裏面をチェック▶

まちなか保健室では，保健師等が健康に関する様々な相談に応じています。

毎週水曜10:00～13:00（年末年始，祝日は除く），西神楽市民交流
センターフリースペース内で開設していますので，お気軽にご相談ください。

※新型コロナウイルス感染症の流行状況により，中止する場合があります。

心配事
トップ5
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運 動 を す る

中 央 千 代 ヶ 岡 （ 就 実 含 む ） 聖 和 瑞 穂

地区別に見てみると，生活習慣
に気をつけている方の割合は，
このような結果になりました。
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71%

60%

23%
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接種しても完全に感染を防ぐことはできないため，

引き続き感染予防対策をとらなければならない。

接種しても感染のリスクはあるが，

重症化を防ぐことができて安心する。

接種することで感染のリスクが減って，

安心して過ごせる。

接種することで，外出しやすくなり，

行動範囲が広がる。

その他

　　　　 新型コロナウイルスの流行前後で変わったことは？Q2

　　　　新型コロナワクチンの接種を受けることで
　　　　感じる気持ちの変化は？

Q3 

　　　　みんなが実施している
　　　　感染予防対策は？

Q1

マスクの着用や手洗い，３密の回避といった基本的な対策にとど
まらず，日頃の健康管理から見直している方の割合も多く，日常
生活における感染対策への意識が高まっています。人との接触に
気をつけながら，日光浴をしているというご意見もありました。

地区別に見た生活習慣に気をつけて
いる方の割合は，右のグラフのよう
な結果となりました。

1位 身体・健康について心配している。（234人）

2位 外出ができないことで楽しみが減り，普段よりストレスが溜まっている。（213人）

3位 外出や人と会うことに気を遣い，億劫になっている。（146人）

4位 外出が減り，体力の低下や足腰の衰えを感じている。（145人）

5位 人と会う機会が減り，一人で不安を感じている。（64人）

ワクチンの効果と基本的な感染予防対策の重要性を認識されている方の割合が高
かったです。ちなみに，市内の高齢者（65歳以上）の接種状況について，令和
3年9月7日時点で1回目の接種者数は100,020名（接種率88.8％），2回目の
接種者数は97,023名（接種率86.1％）となっています。高齢者以外の年齢で
も接種が進んでおり，対象者全体としては，1回目の接種者数は150,403名
（接種率45.4%），2回目の接種者数は131,698名（接種率39.7%）となっ
ています。



アンケートでも寄せられたワクチンに関する疑問にお答えします！

コロナワクチンって何のために打つの？効果は？

コロナウイルスが体に入っても，症状が出るのを抑えたり，重症化しないようにする
ためです。ワクチンの発症予防効果は，概ね７０％～９５％と報告されています。

（厚生労働省　新型コロナウイルスQ＆Aより）

市内発生状況

直近1週間の市内感染状況（令和3年8月31日～令和3年9月6日分）

行政検査人数 陽性者数 陽性率 感染経路
不明割合

3,748人 148人 3.9％ 31％

1週間の人口10万人当たりの新規陽性者数は，8月25日時
点では128人と札幌市を上回る状況になっていましたが，
9月6日時点では45人と減少傾向になっています。また，
アルファ株からデルタ株への置き換わりが進んでおり，旭
川市では検査結果のうち約93％がデルタ株となっています。

そんなことはありません。コロナワクチンで注射するｍRNA（メッセンジャーRNA）
は，人の細胞の核の中には入れず，数分から数日で分解されるため，人の遺伝情報
（DNA）が書き換えられたり，組み込まれるものではありません。

（厚生労働省　新型コロナウイルスQ＆Aより）

ワクチンを接種すると遺伝情報が書き換えられるってほんと？

もしも家族に新型コロナウイルス感染症が疑われる場合…

家庭内で注意したいポイント

②部屋を分ける
　□個室にして，食事や寝る時も別室にする

　□本人は極力部屋から出ない

③感染者のお世話はできるだけ限られた方で
　□心臓や肺，腎臓に持病や糖尿病がある方，
　　免疫が低下した方，妊婦の方はなるべく
　　避ける

④マスクをつける
　□マスクの表面には触れない
　　外す際には，ゴムやひもをつまむ
　□マスクを外した後は手洗いをする

⑤こまめに手洗い・手指消毒
　□石鹸で手を洗い，アルコール消毒をする
　□洗っていない手で目や鼻，口を触らない

⑦換気をする
　□定期的に換気し，共有スペースや他の
　　部屋も窓を開け放しにする

⑧手で触れる共有部分を消毒する
　□共用部分（ドアの取っ手，電気の
　　スイッチ，手すり等）を消毒する
　□トイレや洗面所は家庭用洗剤ですすぎ，　
　　家庭用消毒剤で消毒する
　□タオルの共有はしない

⑨汚れたリネン，衣服を洗濯する
　□分けて洗う必要はないが，体液で汚れた
　　ものを取り扱う際は，手袋とマスクを
　　つけ，一般的な家庭用洗剤で洗濯し，
　　完全に乾かす

⑩ゴミは密閉して捨てる
　□鼻をかんだティッシュはすぐに
　　ビニール袋へ
　□触れた後は直ちに石鹸で手を洗う

①外出を控える
　□本人は外出を避ける
　□家族も熱を測る等の健康観察をし，不要
　　不急の外出を控える

新型コロナウイルスに
関する健康相談は
（０１６６）２５－１２０１
　　　　　　　　　　　(24時間対応)

現在の対象者は12歳以上の方になっていますが，海外では12歳未満の子どもにも接種
が行われており，日本でも検討されています。子どもへのワクチンは大人と同様に高い
予防効果が期待できることがわかっており，接種後の副反応の多くは数日で自然軽快し，
比較的軽症で経過します。よって，接種による副作用のデメリットよりもワクチンを接
種するメリットが大幅に上回ると考えられています。

（日本小児科学会HPより）

子どももワクチンを接種した方がいいの？

⑥お風呂は本人が最後に入る
　□入浴した後は家庭用浴室洗剤で洗う

市内感染者数の推移
（令和3年9月6日現在）

R2 R3

今回の第5波では，昨年冬の第3波，今年春の第4波
の感染者数を大きく上回り，8月24日には過去最多
の83人となりましたが，まん延防止等重点措置及び
緊急事態宣言に伴い人の動きが大きく減ったことな
どにより，現在は減少傾向となっています。

ワクチン接種後でも，コロナに感染する場合はあります。接種してから免疫が作られる
までには１～２週間程度かかります。免疫がついても全ての感染を防ぎきれるものでは
なく，感染すれば周囲にうつす可能性もあるので，接種後も感染予防が大切です。現在，
変異株の出現によりワクチンの効果にも影響があると言われており，3回目の接種につ
いても検討が進められています。

（厚生労働省　新型コロナウイルスQ＆Aより）

ワクチン接種後に感染することはあるの？

4～6月 8月7月

感染者の年齢層の推移（令和3年4月～6月→7月→8月）

4～6月は各年代でまんべんなく発生していましたが，高齢者のワクチン接種が進んだことで，
60歳以上の感染者数は大幅に減少傾向となっています。

第3波

第４波

第５波


